
武蔵野市立学校部活動の在り方に係る
アンケート結果及び分析【概要版】

令和４年12月

指導課

１ 持続可能な部活動に係る武蔵野市の方向性い

市内全中学校生徒・保護者【n=1126・（n=838）】

市内全小学校6年生・保護者【n=679・（n=838）】

市内中学校教員【ｎ=80】・市内関係小学校教員【n=16】

資料４



☑ 拙速な地域移行は行わない。

☑ 都の方針や中学校体育連盟の動きを注視していく。

☑今できる準備を進める。

☑ 部活動指導員の拡充を図りたい。

☑小学校の吹奏楽クラブ等における外部指導者の拡充を図りたい。

持続可能な部活動を実現していくために・・・

１ 持続可能な部活動に係る武蔵野市の方向性い
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部活動加入者（中学校生徒） ≒ 92%

部活動加入希望者（小学校６年生） ≒ ８５％

中学校における「部活動」が子どもに与える影響は大きい。

持続可能な「部活動」の在り方を検討していく。

２ 「子どもにとっての部活動」について い

中学校生活で楽しみなことは（キーワード）
「友達のこと」「部活動のこと」
「休み時間の過ごし方」

【小学校6年生】

部活動の意義（キーワード）
「仲間」「心と体の成長」
「達成・勝利・表彰」「自主性」

【生徒・保護者・教員】



３-① 部活動指導員の配置の想定について い
部活動指導員が関わる部活動数
各学校の部活動数の

約半数程度の

部活動指導員が必要

顧問について（中学校）
教員以外でもいいと回答した割合

保護者

85％

生徒

48％

0％ 100％

0％ 100％
顧問を担いたくない教員の割合

教員

57％

※武蔵野市全中学校部活動数の合計

６２団体

顧問について（小学校）
顧問を担いたくない教員の割合
0％ 100％

教員

19％

外部指導者が関わるクラブ数

３人程度の

外部指導員が必要

※武蔵野市立小学校全校に吹奏楽・合唱ク
ラブのいずれかが設置されている。

割合から
考えると

「条件によっては担ってもい
い」を含めると、『94％』

「条件によっては担ってもい
い」を含めると、『88％』



３‐② 部活動指導員の配置の想定について い

合同部活動設置の可能性
各校部活動数の

２０％～30％程度の

合同部活動設置が想定できる
※合同にしていく部活動をどう設定するかが課題

チーム等の形態について
同一中学校の仲間がいいと回答した割合

生徒

85％

保護者

62％

0％ 100％

0％ 100％

部活動の種類について
レクリエーション部活の需要

生徒

保護者

40％

レクリエーション部活動設置の可能性

レクリエーション部活動を設置した場合、
全生徒数の

30％～40％程度が
所属することが想定できる

※レクリエーション部活動（例）
・大会等に出ない部活動
・1年間に様々なスポーツや活動に取り組む部活動

こだわらない
立場の割合
を基にすると

割合から
考えると



指導者の人格に係る不安要素が多くあげられている。

人材確保及び学校とのマッチング、指導にあたっての研修等を担う「チーム」が必要。

４ 地域移行等における不安要素について い

教員の抱く不安要素
・責任の所在←（学校外）
・指導者の資質・能力←（研修）
・部活動指導が好きな教員は指導
に関われるのか←（兼業兼職）

保護者の抱く不安要素
・人材確保←（運営補助を担うチームの設置）
・教員ほどの指導力があるのか←（研修）
（人格の形成を担えるのか）

生徒の抱く不安要素
・学校の先生もそばにいてほしい
・私たちのことをきちんと考えてく
れるか



５ その他の視点 い
学校にあってほしい部活動

＜運動部＞ ＜文化部＞
1位 バドミントン １位 吹奏楽
２位 バスケ ２位 美 術
３位 卓 球 ３位 科 学

【児童】

今後あるといいと思う部活動
・ダンス部 ・茶道部 ・eスポーツ部
・弓道部 ・軽音部 ・プログラミング部
・剣道部 ・柔道部 ・クイズ研究部
・ハンドボール部 ・自動車部 ・英語部
・天文部 ・討論部

【生徒】

地域移行の効果と懸念といて考えること
＜効果＞ ＜懸念＞
・生徒の技能向上 ・日常の生活指導

＜効果と懸念のどちらにも上がった項目＞
・大会業務 ・生徒の自主性 ・教員の負担

【中学校教員】

顧問を担ってもいいと考えられる条件
・自身の希望する部活動であれば
・適切な報酬があれば
・校務分掌の一つとなるのであれば
・休日出勤や時間外の活動が多くなければ

【小・中教員】



６ 今後更なる検討が必要だと考えられること い
☑ 各校の部活動指導員に係るニーズの調査

☑ 合同部活動の設置に係る協議

☑人材（部活動指導員）の確保・研修・配置等を担うチームの設置

☑ 特色ある部活動（レクリエーション部活動等）設置に係る計画

☑ 小学校吹奏楽クラブ等への外部指導者の拡充に係る計画

第３回武蔵野市立学校部活動在り方検討委員会で、

令和５年度に検討が必要な内容について協議していく。


